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お年寄りの日の行事

九
月
十
五
日
か
ら
九
月
二
十
一
日
ま
で
は
「
老
人

福
祉
週
間
」
な
の
で
十
五
日
は
各
地
区
と
奄
多
彩

な
行
雄
が
催
さ
れ
た
が
、
大
野
地
区
で
は
七
十
五

歳
以
上
の
三
百
五
十
二
名
に
対
し
。
大
野
公
民
舘

婦
人
会
、
青
年
］
凹
の
共
催
で
、
午
前
十
時
か
ら
大

野
公
民
舘
ホ
ー
ル
で
敬
老
会
を
行
っ
た
。
折
あ
1

く
雨
路
だ
っ

た
が
自
動
車

で
の
送
り
迎

え
に
喜
ぼ
れ

た
お
と
し
よ

り
は
二
百
七

十
五
名
の
多

数
が
出
席
、

公
民
舘
長
の

挨
拶
、
市
長

初
め
来
賓
の

祝
辞
、
泉
桂

氏
の
講
演
、

婦
人
会
が
丹

精
を
こ
め
た

中
食
の
御
馳

走
に
舌
つ
づ

み
を
打
ち
、

午
後
は
名
士

の
か
く
し
芸

幼
稚
園
の
演

芸
に
、
深
い

し
わ
を
伸
ば

し
、
唯
だ
感

激
と
歓
び
の

半
日
を
す
ご

さ
れ
ま
し
た
。
波
荒
い
永
い
人
生
の
旅
を
終
え
、

今
は
静
か
に
変
化
の
少
い
余
生
を
送
つ
て
お
ら
れ

る
お
と
し
よ
り
に
は
、
ほ
ん
の
ち
よ
つ
と
し
た
思

い
や
り
や
心
尽
し
が
、
ど
ん
な
に
か
喜
び
に
な
る

こ
と
だ
ろ
う
。
我
々
は
、
お
と
し
よ
り
が
感
謝
の

気
持
で
静
か
に
余
生
を
楽
し
め
る
よ
う
、
い
つ
も

慰
め
、
尊
敬
し
よ
う
。
（
写
真
は
園
児
の
遊
戯
）

國
保
の
事
務
を
統
一

＝
十
一
月
一
日
か
ら
実
施
＝

　

懸
案
と
な
っ
て
い
た
大
野
市
国
民
健
康
保

険
の
事
務
が
、
い
よ
い
よ
十
一
月
一
日
か
ら

実
施
さ
れ
る
事
に
な
っ
た
。
市
制
実
施
と
同

時
に
旧
町
村
で
別
個
に
行
わ
れ
て
い
た
国
民

健
康
保
険
の
事
務
を
一
本
化
し
て
、
更
に
充

実
し
た
も
の
に
し
て
ゆ
く
事
が

計
画
さ
れ
て
い
た
の
が
、
地
方

税
の
不
均
一
や
そ
の
他
の
事
務

上
に
つ
い
て
の
点
で
一
本
化
の

実
現
が
困
難
と
な
っ
て
い
た
が
そ
の
後
国
保

運
営
連
絡
協
議
会
を
中
心
に
充
分
な
話
合
い

と
世
論
の
研
究
が
行
わ
れ
た
結
果
、
十
一
月

一
日
か
ら
事
務
統
一
を
す
る
事
に
ま
と
ま
っ

た
も
の
で
あ
る
。

解
説

近
代
社
会
の
も
つ
と

も
す
ぐ
れ
た
点
は
、

杜
会
の
人
々
が
互
に
助
け
合
5
た

め
に
作
ら
れ
た
「
社
会
保
障
制

度
」
の
発
疎
で
あ
る
。
し
か
・
も
そ

の
中
で
我
々
に
一
番
身
近
な
も
の

は
国
民
健
康
保

険
で
あ
ろ
う
。

こ
の
様
に
国
民

健
康
保
険
が
私

達
の
生
活
と
結

び
つ
い
て
来
た

蔭
に
は
運
営
協

議
会
の
指
一
導
の

適
切
と
医
師
諸

氏
の
御
協
力
と

被
保
険
者
各
位

の
図
解
に
よ
る

第
は
、
論
を
ま

た
な
い
の
で
あ

る
が
、
こ
れ
を

も
っ
て
し
て
も

な
お
、
そ
の
巡

営
は
困
難
に
直

面
す
る
事
か
お

る
。
現
在
各
地

区
毎
に
行
っ
て

来
て
い
る
国
民

健
康
保
険
は
、

市
制
実
施
と
共

に
統
合
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い

の
で
あ
っ
た
が

こ
れ
は
、
市
制

実
施
の
際
に
、
町
村
合
併
促
進
法

に
よ
っ
て
地
方
税
の
不
均
一
課
税

を
す
る
事
に
な
り
保
険
税
も
こ
れ

に
準
じ
て
扱
わ
れ
る
た
め
、
地

区
毎
に
独
立
し
た
会
計
を
持
っ
た

た
め
で
あ
る
。
し
か
し
現
在
行
わ

れ
て
い
る
各
地
区
の
業
務
内
容
を

比
較
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
長
所
短

所
が
あ
っ
て
相
当
な
差
異
が
認
め

ら
れ
る
。
だ
が
前
述
の
不
均
一
課

税
の
期
間
は
三
ヵ
年
で
あ
っ
て
、

昭
和
一
二
十
二
年
度
か
ら
は
一
本
化

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る

が
、
従
来
の
ま
ま
で
統
一
さ
れ
て

も
、
こ
ん
ご
、
果
し
て
う
ま
く
ゆ

く
か
ど
う
か
疑
問
が
生
じ
て
く
る

七
の
た
め
に
屯
、
こ
の
問
題
は
運

営
協
議
会
で
充
分
に
研
究
さ
れ
て

来
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
度
、
各

出
張
所
で
執
っ
て
い
る
事
濤
を
、

統
一
し
て
民
生
課
を
行
い
、
更
に

検
討
を
加
え
ね
ぼ
な
ら
な
い
と
の

結
論
に
岫
し
。
各
地
叔
毎
に
運
営

協
議
会
を
開
催
し
て
意
見
を
聞
い

た
が
、
賛
成
の
声
が
多
い
の
で
、

運
営
委
員
企
員
の
協
議
会
を
催
し

慎
電
審
談
の
上
、
十
一
月
一
日
よ

り
事
務
統
一
を
す
る
事
に
決
定
L

た
の
で
あ
る
。
こ
の
決
定
に
当
っ

て
一
番
注
意
を
払
っ
た
点
は
「
4

迄
立
派
に
運
営
さ
れ
て
来
た
1
脇

が
、
統
一
に
よ
っ
て
足
並
が
乱
れ

被
保
険
者
に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い

か
」
と
云
う
事
で
あ
っ
た
が
、
こ

の
点
に
つ
い
て
も
円
哨
に
運
ぱ
れ

る
見
通
し
が
っ
い
た
の
で
、
統
一

が
決
っ
た
の
で
あ
る
。
統
一
さ
h

て
も
事
務
内
容
が
変
ら
な
い
ば
布

り
で
な
く
、
国
庫
補
助
金
が
ふ
i

る
利
点
が
あ
る
。
以
上
が
こ
ん
ゾ

の
経
過
の
大
要
で
あ
る
が
、
今
路

も
現
在
以
上
に
ス
ム
ー
ズ
に
運
松

さ
れ
る
た
め
、
倚
一
層
の
御
協
十

と
御
理
解
を
望
む
次
第
で
あ
る
。

貴
方
は
狙
わ
れ
て
に
い
る

◆
あ
な
た
が
今
、
家
を
出
た
後
の

戸
締
り
、
火
の
元
は
◆
あ
な
た
が

今
、
床
に
入
っ
た
後
の
戸
締
り
、

屋
外
に
忘
れ
も
の
は
令
あ
な
た
が

今
、
手
提
げ
に
財
布
や
金
が
班
一
雑

作
に
入
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

嵐
見
鶏

近
頃
の
話
題
で
心
を
暖
か
く
さ
せ

ら
れ
た
の
は
、
飯
田
市
の
リ
ン
ゴ

の
物
語
で
あ
る
。
「
タ
ン
ゴ
の
実

が
盗
ま
れ
な
い
様
な
明
る
い
郷
土

を
作
ろ
う
」
と
の
試
み
か
ら
・
飯
田

市
東
中
学
校
の
生
徒
遣
が
、
三
年

前
に
植
え
た
リ
ン
ゴ
の
街
路
樹
の

枝
に
、
ま
る
い
美
し
い
実
が
た
わ

わ
に
実
っ
た
の
だ
。
I
デ
ン
の
園

さ
な
が
ら
の
ウ
ソ
の
様
な
太
当
の

話
し
で
あ
る
▼
大
野
市
の
市
街
地

な
ど
に
も
、
も
し
こ
れ
程
ま
で
出

来
な
く
て
も
、
せ
め
て
簡
単
な
街

路
樹
で
も
あ
れ
ぱ
と
思
う
人
が
多

い
で
あ
ろ
う
▼
市
当
局
の
方
で
も

気
に
し
な
が
ら
そ
こ
迄
手
が
廻
ら

ぬ
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
こ
で

一
つ
み
ん
な
で
考
え
て
見
た
い
事

が
あ
る
。
自
分
の
家
の
ま
わ
り
や

前
の
道
路
に
雑
草
が
生
茂
っ
て
い

る
所
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
し
あ

っ
た
ら
鎌
と
鍬
を
持
ち
出
し
て
、

半
日
ほ
ど
汗
を
流
し
て
み
る
の
は

ど
弓
だ
ろ
う
。
出
来
れ
ば
一
日
二

日
と
念
入
り
に
や
れ
れ
ば
僑
さ
ら

結
構
だ
。
も
し
空
地
が
な
か
っ
た

ら
、
あ
り
合
せ
の
鉢
や
ア
キ
カ
ン

に
草
花
を
植
え
て
、
窓
か
ら
ぶ
ら

下
げ
る
の
も
I
興
が
あ
る
か
も
知

れ
な
い
ｙ
時
あ
た
か
も
秋
で
あ
る

球
根
類
な
ど
の
播
き
っ
け
を
す
る

に
は
絶
好
の
季
節
と
云
え
る

▼
今
日
か
ら
国
土
美
化
週
間
が
始

ま
る
。
他
人
の
や
る
の
を
待
っ
て

お
ら
ず
に
、
ひ
と
っ
自
分
で
や
ろ

う
で
は
な
い
か
。
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大
野
市
も
指
定
さ
れ
る

に
市

導
指

別特
興

振
業

農

　

本
市
の
よ
う
に
、

大
野
地
区
以
外
は
殆

ん
ど
農
林
中
心
と
い

っ
た
田
園
的
都
市
で

は
、
商
工
施
策
よ
り

以
上
に
農
林
重
視
の

必
要
が
痛
感
さ
れ
る

此
の
度
全
国
農
業
会

議
所
で
は
、
全
国
的

に
農
村
振
興
特
別
市

町
村
を
指
定
し
て
、

農
村
の
窮
状
を
打
開

し
、
自
主
自
立
の
農

村
経
済
を
う
ち
立
て
農
業
発
展

の
基
礎
を
固
め
る
こ
と
に
な
っ

た
。
福
井
県
で
は
、
大
野
市
他

四
町
村
が
指
定
さ
れ
た
。
県
農

業
会
議
で
は
、
早
速
大
野
市
に

つ
い
て
種
々
の
調
査
を
し
て
重

点
事
項
を
決
定
し
、
三
ヵ
年
継

続
の
予
定
を
以
て
指
導
を
行
う

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
わ
れ

わ
れ
は
ど
っ
か
り
と
大
地
に
足

を
ふ
み
し
め
、
指
導
の
点
に
研

究
を
重
ね
、
こ
の
目
的
達
成
に

邁
進
し
、
富
め
る

大
野
市
建
設
に
努

め
ね
ば
な
ら
な
い
″

田
園
に
生
れ
、

田
園
に
育
っ
た
田

園
を
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
。
ゐ

　

次
に
こ
の
機
会

に
合
併
後
の
大
野

市
の
農
業
概
況
を
述
べ
る
と
各

表
の
と
お
り
で
あ
る
。

み
の
り
喜
び
、
ふ
や
そ
う
貯
蓄

一
、
産
業
別
戸
数
及
び
人
口

　
晨
栗
　

商
栗

林
・
水
産
業

鉱
・
工
業

そ
の
他
　
　

計

区
分

づ
ー
、
七
一
四

｝
一
、
一
亘
　

六
）

一
、
一
丿

一
、
9
妬

八
、
否
（
）

実
数 戸

数

四
四
・
七

呆
・
八
　

？
七

一
！
f
i
≪
S

回
・
四

1
0
〔
〕
・
〔
）

％

匝
、
欠
七

一
（
〕
、
混
同
　
　

混
一
　

六
、
混
四
　

四
、
｛
〕
八
七

毘
、
写
一

実
飲

人
口

否
・
七

函
・
一
‘
一
　

？
五
　

一
五
・
一
一
　

な
一
｝
一

一
（
〕
〔
）
・
〔
）

％
’

二
、
農
業
事
情
イ
土
地

山
林

そ
の
他
　

計

地晨 区
分　

ｍ
　

畑
樹
園
地
　

計

　
八
、
免
八
　

一
、
一
発

一
〔
）
、
一
八
七

豆
、
九
莞
反
　

四
、
一
旦
　
　

一
旦
　

一
尺
、
児
七

面
積

八
八
・
M

一
一
・
七

一
目
・
〔
）

　
八
八
こ
ー
％
　

一
一
・
四
　

？
七

一
（
〕
（
〕
・
〔
）

比
率

ロ
主
要
農
林
産
物

　

（
過
去
三
ヵ
年
平
均
）

麦 米
区
分

翌
｛
〕
、
な
八
・
’
一
石
　
　

五
、
九
死
・
〔
）

数
量

一
一
・
一
五
石

一
・
昆

反
当
数
量

ハ
大
家
畜
及
び
大
農
機
具

匹嶺
畜家 区

分
動
力
耕
耘
塀

動
力
微
粉
陶

乳
牛

役
牛
　

馬
　

詠
誦
羊

‘
一
晋
一
　

温

　
七
四
順

一
、
一
応

一
、
西
沢
　

昌
　

一
石

実
数

っ
・
２
ハ

0
≫
0
l

？
9
一
頭

？
豆

宮
一
六

？
コ
ー

〔
）
・
〔
）
八

一
農
家
当
り

本
年
度
の
第
二
次

自
衛
隊
募
集
始
ま
る

　

九
月
十
二
日
か
ら
、
本
年
度
第
二

次
自
衛
隊
募
集
の
願
書
受
付
を
し
て

い
ま
す
。

大
野
市
へ
二
十
四
名
の
自
衛
官
の
募

集
割
当
が
あ
り
ま
し
た
の
で
奮
っ
て

応
募
し
て
下
さ
い
。

願
書
は
市
役
所
総
脇
課
又
は
各
地
区

出
張
所
へ
、
十
月
十
一
日
迄
に
お
出

し
下
さ
い
。

高
校
三
年
在
学
中
の
も
の
で
受
胎
希

望
者
に
対
し
て
は
、
特
に
翌
年
三
月

下
旬
卒
業
後
入
隊
の
便
宜
を
与
え
ら

れ
る
よ
ら
に
な
り
ま
し
た
。

赤
ち
ゃ
ん
の

幸
福
の
穴
め
に

　

乳
幼
児
を
結
核
か
ら
守
り
、
ク
ル

病
、
身
体
障
害
等
の
早
期
発
見
、
栄

養
、
離
乳
の
指
導
を
行
い
、
乳
幼
児

が
健
か
に
育
ち
、
明
る
い
家
庭
が
生

れ
る
よ
う
、
八
月
七
日
か
ら
各
地
区

で
乳
幼
児
の
健
康
診
断
を
行
っ
て
来

た
。
昭
和
二
十
八
年
か
ら
太
年
五
月

末
日
迄
の
乳
幼
児
八
百
四
十
七
名
と

特
に
昭
和
二
十
九
年
中
に
生
れ
た
五

百
四
名
中
か
ら
二
十
名
の
優
良
健
康

児
を
選
び
、
十
月
上
旬
巾
央
公
民
舘

で
表
彰
を
行
う
。
又
今
後
こ
れ
ら
の

優
良
健
康
児
が
沢
山
出
て
、
健
康
で

明
朗
な
大
野
市
が
建
設
さ
れ
る
様
に

市
民
生
課
で
は
指
導
に
大
童
で
あ
っ

た
。
今
年
は
非
常
に
赤
ち
ゃ
ん
の
健

康
、
体
位
と
も
向
上
し
て
い
る
と
云

う
嬉
し
い
状
況
で
あ
っ
た
。

（
写
真
は
赤
ち
ゃ
ん
の
健
康
診
断
）

今
月
の
行
李

六
日
（
木
）
▽
大
野
西
校

　

ジ
フ
テ
リ
ア
予
防
注
射
（
第

　

一
回
）

七
日
（
金
）
▽
大
野
南
校

　

ジ
フ
テ
リ
ア
予
防
注
射
（
第

　

一
回
）

八
日
（
土
）
▽
五
箇
ジ
フ

　

テ
リ
ア
予
防
注
射
（
第
一
回
）

十
日
（
月
）
▽
大
野
掃
除

　

検
査
▽
木
本
分
校
、
五
条

　

方
分
校
百
日
咳
予
防
注
射

　

（
第
一
回
）
▽
上
庄
森
林
組

　

合
役
員
会

上
旬
▽
農
村
振
興
総
合
助

　

成
事
業
実
施
打
合
会
▽
優

　

良
乳
児
表
彰
式

十
一
日
（
火
）
▽
大
野
掃
除

　

検
査
▽
六
呂
師
分
校
、
蕨

　

生
分
校
百
日
咳
予
防
注
射

　

（
第
一
回
）

十
二
日
（
水
）
▽
大
野
掃
除

　

検
査
▽
阪
谷
校
、
富
田
校

　

百
日
咳
予
防
注
射
（
第
一
回
）

　

▽
戸
籍
事
務
研
究
会
（
富
田

　

出
張
所
）

十
三
日
（
木
）
▽
大
野
掃
除

　

検
査
▽
松
丸
分
校
、
小
山

　

分
校
百
日
咳
予
防
注
射

　

（
第
一
回
）

十
四
日
（
金
）
▽
大
野
掃
除

　

検
査
▽
乾
側
校
、
上
庄
校

　

百
日
咳
予
防
注
射
（
第
一
回
）

十
五
日
（
土
）
▽
下
庄
校
、
森

　

目
分
校
百
日
咳
予
防
注
射

　

（
第
一
回
）

十
七
日
（
月
）
▽
庄
林
分
校
、

　

吉
分
校
百
日
咳
予
防
注
射

　

（
第
一
回
）

十
八
日
（
火
）
▽
五
箇
百
日

　

咳
予
防
注
射
（
第
二
回
）

十
九
日
（
水
）
大
野
南
校
百

　

日
咳
予
防
注
射
（
第
二
回
）

二
十
日
（
木
）
▽
大
野
西
校

　

百
日
咳
予
防
注
射
（
第
二
回
）

　

▽
第
二
区
農
業
委
員
会
開
催

中
旬
▽
馬
の
伝
染
性
貧
血

　

検
査
（
各
地
区
）
▽
米
作
増

　

収
競
技
会
審
査

廿
一
日
（
金
）
▽
木
本
分
校
、

　

五
条
方
分
校
ジ
フ
テ
リ
ア

　

予
防
注
射
（
第
一
回
）

廿
二
日
（
土
）
▽
六
呂
師
分
校

　

蕨
生
分
校
ジ
フ
テ
リ
ア
予

　

防
注
射
（
第
一
回
）

廿
四
日
（
月
）
▽
阪
谷
校
、
富

　

田
校
ジ
フ
テ
リ
ア
予
防
注

　

射
（
第
一
回
）

廿
五
日
（
火
）
▽
松
丸
分
校
、

　

小
山
校
ジ
フ
テ
リ
ア
予
防

　

注
射
（
第
一
回
）
▽
五
箇

　

ジ
フ
テ
リ
ア
予
防
注
射
（
第

　

二
回
）

廿
六
日
（
水
）
▽
乾
側
校
、

　

上
庄
校
ジ
フ
テ
リ
ア
予
防

　

注
射
（
第
一
回
）

廿
七
日
（
木
）
▽
下
庄
校
、
森

　

目
校
ジ
フ
テ
リ
ア
予
防
注

　

射
〔
第
一
回
〕

廿
八
日
〔
金
〕
▽
庄
林
分
校
、

　

吉
分
校
ジ
フ
テ
リ
ア
予
防

　

注
射
〔
第
一
回
〕
▽
上
庄
地

　

区
市
民
体
育
大
会

廿
九
日
〔
土
〕
▽
大
野
掃
除

　

検
査

紺
一
日
〔
月
〕
▽
木
本
分
校
、

　

五
条
方
分
校
百
日
咳
予
防

　

注
射
〔
第
二
回
〕



大
野
市
の
護
り
仝
し

　
　

″
愈
々
消
防
署
の
新
音
足
〃

　

七
月
一
日
か
ら
実
施
と
な
っ
た
常

設
消
防
分
団
は
。
九
月
に
消
防
署
に

発
展
す
る
準
備
期
間
と
L
て
日
々
猛

訓
練
を
続
け
て
来
た
。
こ
の
内
に
も

数
々
の
功
績
が
あ
っ
て
市
民
か
ら
非

常
に
喜
ぱ
れ
て
来
た
。
愈
々
九
刈
一

日
午
前
十
時
有
終
酉
小
学
校
校
庭
で

多
数
の
来
・
賓
を
迎
え
、
盛
大
に
開
庁

式
が
行
わ
れ
た
。
消
防
長
七

次
い
で
、
増
永
消
防
署
長
外
十
九
名

に
晴
れ
の
辞
令
交
付
が
あ
り
。
増
永

暑
長
は
。
署
員
を
代
表
し
、
四
万
五

千
市
民
の
生
命
財
産
の
守
り
を
1
い

「
宣
誓
書
」
を
朗
読
、
消
防
長
に
手
渡

し
、
来
賓
か
ら
祝
辞
、
激
励
の
こ
と

ば
も
あ
つ
て
、
署
員
一
同
は
感
激
を

新
に
1
た
。
こ
れ
で
、
わ
れ
等
は
夜

の
護
り
火
の
守
り
を
消
防
署
に
ゆ
だ

ね
て
、
専
心
生
業
に
励
み
、
安
ら
か

に
夢
路
を
辿
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

（
写
真
は
開
庁
式
場
心

媛かい御協力をー

”赤い羽根j

　

今
秋
も
、
第
九

回
目
の
赤
い
羽
根

が
美
し
く
愛
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
輝

く
「
国
民
た
す
け

あ
い
運
動
」
が
、
全

国
一
斉
に
、
来
る

十
月
一
日
よ
り
三

十
一
日
ま
で
の
1

ヵ
月
間
展
開
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
大
野

市
の
募
金
目
標
額
は
前
年
度
と

同
じ
く
五
十
一
万
六
千
円
で
あ

り
ま
す
。
（
一
戸
当
り
約
七
〇

円
）
近
く
各
地
区
代
表
関
係
者

会
議
を
開
き
、
各
地
区
毎
の
目

標
額
を
決
定
い
た
し
ま
す
が
、

お
世
話
下
さ
る
方
か
ら
の
お
知

ら
せ
が
あ
り
ま
し
た
な
ら
ば
、

目
標
額
の
達
成
に
格
段
の
御
協

力
を
皆
様
に
お
願
い
致
し
ま
す

こ
の
募
金
は

▽
地
域
住
民
の
社
会
福
祉
増
進

の
為
に
用
い
ら
れ
、
大
野
市
地

区
と
し
て
は
和
光
園
（
養
老
院
）

日
の
出
善
隣
舘
（
孤
児
収
容
施

設
）
等
の
社
会
福
祉
施
設
の
事

業
費
に
。

▼
生
活
に
困
窮
し
て
居
ら
れ
る

方
に
法
外
援
護
と
し
て
。

▽
そ
の
他
社
会
福
祉
事
業
推
進

の
為
の
事
務
費
と
し
て
使
わ
れ

る
も

の
で

こ
の

配
分

に
つ

い
て

は
、

県
共

同
募

金
委

員
会

で
厳

重
な

査
定

の
も

と
に

決
定

さ
れ

ま
す

新生活のメモ

◆
ス
ポ
ー
ツ
と
云
え
ば
若
い
者
し
か
や
ら
な
い
様
に
考
え
て
い

る
人
が
多
い
が
、
同
じ
種
目
で
も
。
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
的
に

と
り
あ
げ
れ
ば
誰
で
も
出
来
る
の
で
あ
る
。

◆
ス
ポ
ー
ツ
の
中
で
私
達
に
一
番
な
じ
み
の
深
い
の
は
バ
レ
ー

ポ
ー
ル
で
あ
る
が
、
神
奈
川
県
で
は
こ
れ
を
全
県
あ
げ
て
や
っ

て
い
る
。
一
家
揃
っ
て
や
れ
、
し
か
も
手
軽
な
随
目
と
し
て
バ

レ
ー
ポ
ー
ル
を
県
で
指
定
し
、
ポ
ー
八
を
無
償
配
付
し
た
り
講
習
会
を

開
い
た
り
し
て
1
及
に
っ
と
め
た
結
果
。
県
内
い
た
る
所
の
空
地
で
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
興
ず
る
人
々
の
姿
が
見
え
る
様
に
な
り
中
に
は
五

十
歳
以
上
の
婦
人
・
も
安
じ
る
迄
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
全
県
下
の
チ
ー
ム

が
集
っ
て
、
去
る
九
月
十
一
日
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
祭
を
開
い
た
が
、
婦

人
会
の
チ
ー
ム
が
小
学
校
の
先
生
の
チ
ー
ム
を
負
か
し
た
。
こ
の
勝
因

は
球
に
な
れ
る
事
と
、
家
庭
内
の
理
解
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

◆
一
見
不
可
能
に
見
え
る
事
を
、
可
能
に
し
て
ゆ
く
努
力
が
、
新
生
活

運
動
を
進
め
る
一
つ
の
鍵
と
な
る
の
で
あ
る
・

m

’
｀
・
ま
I
1
－

　

こ
こ
I

I
’
″
J
呻
ヽ
｀
一
・
」
一
「

。
ｙ

―

　

「
作
物
」
十
月
に
入
る
と
雨

も
多
く
土
壌
が
湿
り
勝
ち
に
な

る
の
で
、
裏
作
の
耕
起
畦
立
等

は
努
め
て
晴
天
の
日
に
行
い
土

を
軟
ら
か
く
し
て
、
根
の
伸
長

を
よ
く
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
冬
作
物
は
地
下
部
の
成
育

が
順
調
に
な
る
よ
う
特
に
留
意

す
べ
き
で
あ
る
。
一
般
に
元
肥

を
あ
ま
り
考
え
て
居
な
い
が
、

濯
水
し
な
い
作
り
で
あ
る
か
ら

石
灰
三
十
貫
以
上
堆
厩
肥
三
〇

〇
貫
以
上
と
麦
叉
は
菜
種
配
合

十
貫
或
は
、
こ
れ
に
準
じ
た
自

家
配
合
を
施
用
す
べ
き
で
あ
る

裏
作
が
い
ま
ま
で
軽
視
さ
れ
て

来
だ
の
は
、
そ
の
反
収
が
低
く

収
益
が
少
な
い
か
ら
で
、
普
及

員
等
と
よ
く
相
談
の
上
増
収
を

計
っ
て
欲
し
い
。
即
ち
麦
に
於

て
は
播
幅
率
を
増
加
し
て
三
〇

～
四
〇
μ
に
す
る
こ
と
、
菜
種

に
於
て
は
育
苗
の
改
善
特
に
間

引
、
仮
植
に
依
っ
て
腰
高
苗
を

作
ら
ぬ
こ
と
、
栽
植
本
数
を
反

当
四
、
五
〇
〇
本
以
上
に
す
る

こ
と
な
ど
が
必
要
で
あ
る
。

　

【
病
害
虫
】
一
、
裏
作
物
の

切
う
じ
I
例
年
の
発
生
地
帯
で

は
切
う
じ
が
発
生
す
る
か
ら
、

荒
起
し
一
両
日
前
に
晴
天
の
日

を
選
ん
で
B
H
C
一
～
三
郎
粉

剤
を
、
反
当
り
三
～
四
厄
を
万

遍
に
散
布
し
て
駆
除
す
る
。
散

布
田
は
や
や
し
め
り
気
の
と
き

に
散
布
す
る
の
が
よ
い
。

二
、
野
菜
類
病
害
‥
＝
こ
の
月
か

ら
雨
が
多
く
な
る
の
で
、
白
斑

病
、
黒
斑
病
、
黒
腐
病
、
白
腐
病
、

尻
腐
病
な
ど
が
発
生
し
て
く
る

か
ら
、
十
月
に
入
っ
た
ら
三
～

四
回
一
週
間
置
き
に
、
銅
水
銀

水
和
剤
（
水
一
斗
に
て
一
匁
）

に
、
展
着
剤
を
加
用
し
て
散
布

す
る
。
但
し
白
菜
に
は
八
匁
位

の
う
す
い
も
の
が
よ
い
。

　

［
土
壌
肥
料
］
レ
ン
グ
田
の

手
入
―
排
水
溝
の
設
置
と
稲
藁

の
施
用
、
稲
の
刈
取
直
後
レ
ン

ゲ
栽
培
田
に
は
、
稲
藁
を
反
当

り
三
〇
～
四
〇
貫
を
切
ら
ず
に

そ
の
ま
ま
散
布
し
降
雨
に
よ
る

浮
き
上
り
を
防
ぎ
、
ま
た
稲
の

中
で
軟
弱
徒
長
ぎ
み
の
レ
ン
グ

に
強
い
直
射
日
光
を
当
て
な
い

よ
う
に
す
る
。
な
お
中
晩
稲
の

刈
跡
に
も
防
寒
を
か
ね
て
稲
藁

を
散
布
す
る
。
稲
藁
の
施
用
は

有
機
質
の
補
給
と
も
な
り
、
効

果
が
あ
る
の
で
是
非
施
す
こ
と

溝
掘
り
の
不
完
全
な
も
の
が
、

近
頃
多
い
よ
う
で
あ
る
が
、
湿

り
の
程
度
に
応
じ
て
三
～
六
問

毎
に
新
し
く
設
け
る
こ
と
や
、

既
設
の
溝
さ
ら
え
を
必
ず
行
う

こ
と
。
生
育
の
悪
い
圃
場
に
は

熔
成
燐
肥
の
よ
う
な
苦
土
を
含

む
肥
料
を
、
反
当
り
五
貫
内
外

を
稲
刈
取
後
に
施
す
と
よ
い
。

　

［
畜
産
］
一
、
緬
山
羊
の
種

付
実
施
―
緬
山
羊
の
種
付
に
最

も
よ
い
季
節
で
あ
る
か
ら
発
情

期
を
逸
せ
ず
種
付
を
す
る
。
発

情
そ
の
他
不
明
の
点
は
最
寄
り

の
家
畜
保
健
衛
生
所
や
、
普
及

事
務
所
に
連
絡
し
て
実
施
す
る

二
、
甘
藷
蔓
の
利
用
9
家
畜
の

飼
料
と
し
て
栄
養
も
あ
り
、
収

量
も
多
い
甘
藷
蔓
は
切
断
し
て

エ
ン
シ
レ
ー
ジ
な
ど
に
し
て
利

用
す
る
。

三
、
秋
雛
の
育
雛
a
秋
の
育
雛

時
期
と
し
て
最
も
良
い
季
節
で

あ
る
か
ら
、
育
雛
し
て
老
鶏
の

更
新
を
行
う
。

今
月
の
市
税
は
市
民
税
第
三
期
分
納
期
十
月
三
十
一
日
限
り
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不
幸
な
市
民
を
護
る

社
会
福
趾
協
議
会
生
れ
ろ

　

従
来
各
地
区
毎
に
設
け
ら
れ
て
い

た
社
会
福
祉
協
調
会
が
合
併
し
、
去

る
八
月
二
十
六
日
有
終
則
小
学
校
に

於
て
大
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
し

て
発
足
し
た
。
こ
の
会
は
、
恵
ま
れ

な
い
方
々
を
援
け
励
ま
し
て
更
正
の

道
を
開
き
、
あ
か
る
い
社
会
を
作
り

市
民
相
携
え
て
明
朗
大
野
市
建
設
に

邁
進
で
き
る
様
に
努
め
る
機
関
で
、

今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。
当
日

の
総
会
で
決
ま
っ
た
役
員
は
次
の
通

り
で
あ
る
。

▼
会
長
西
川
長
農
助

▼
副
会
長
稲
津
忠
右
衛
門

y
監
事
安
川
金
弥
、
僕
鳥
蛮
人

　
　
　
　
　

帽
正
則

▼
幹
事
松
陰
旭

▼
理
事

△
大
野
地
区
堀
正
西
川
長
農
助

ヘ
ー
下
庄
地
区
斎
藤
正
。
林
源
助

△
上
庄
地
区
新
谷
樵
、
石
黒
又
栄

△
富
田
地
区
常
見
憲
馬
阪
谷
地

　

区
稲
津
忠
右
衛
門
△
五
力
地

　

区
岡
二
男
治
△
小
山
地
区

　

永
田
守
△
乾
側
地
区
飯
田
茂

▼
評
議
員

△
大
野
地
区
松
田
敬
蔵
、
原
重
治

　

井
桝
憲
次
郎
、
芝
田
重
助
、
鈴
木

　

政
市
、
中
出
繁
三
郎
、
堀
福
子

Λ
一
下
庄
地
区
鈴
木
新
作
、
竹
根
主

　

計
、
飛
川
直
治
、
面
砥
い
ぇ
、
中

　

島
主
税

△
上
庄
地
区
黒
田
市
助
、
米
村
精

　

伊
藤
高
司
、
筒
井
吉
太
郎

△
富
田
地
区
帰
山
甚
左
衛
門
、
椿

　

坂
完
五
郎
、
松
田
長
栄

△
阪
谷
地
区
山
川
晋
。
田
中
留
男

　

高
田
誠

△
五
箇
地
区
林
逮
也
、
林
金
之
助

△
小
山
地
区
田
中
新
一
、
泉
き
み

△
乾
側
地
区
小
林
利
右
衛
門
、
片

　

岡
彦
五
郎

回
上
庄
地
区
一
名
未
定

非
常
召
集
　

又
は
消
防
演
習

応
援

火
災
信
号
　
　

―
‐
！

各
岫
区
内

火
災
信
号

一
〇
科
祀
Ｌ
二
行
住
八
」
一
匹
吠
肌

●
・
：
●
・
：

五
秒
笥
し
二
秒
休
み
ー
〇
回
大
弓

●
・
・
一
e
e
ー
＠
e
a
・
1
＠
一
●
＠
ゅ
・
一
＠
●
一
ｅ
＠
－
一
l
e
一
・
・
●
s
l
l
e
f
1
I
I
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

－
ー
ー
ー
ー
－
・

五
和
1
し
二
和
休
み
五
回
吹
鳴
　

＠
●
ー
ー
O
I
・
肇
＠
I
一
・
O
e
1
働
＠
I
・
I

諒鏃

『
非
常
サ
イ
レ
ン
』

の
吹
鳴
が
、

愛
り
ま
し
た

　

大
野
地
区
並

び
に
下
庄
地
区

の
一
部
（
大
野

地
区
に
近
接
地
域
）
は
消
防
署

が
吹
鳴
し
ま
す
。
一

※
出
火
の
時
は
た
だ
ち
に
電
話
一

で
「
火
事
」
叉
は
「
五
〇
三
」
へ
。

命
白
韓
車
、
荷
車

　

リ
ヤ
カ
ー
の
無
鑑
札

　

取
締
り
を
断
行

ま
だ
自
転
車
、
荷
車
、
リ
ヤ
ヵ

I
等
を
無
鑑
札
の
ま
ま
で
使
用

し
て
い
る
方
は
あ
り
ま
せ
ん
か

十
月
中
旬
か
ら
一
斉
取
締
り
を

行
い
ま
す
か
ら
、
無
鑑
札
の
方

は
摘
発
さ
れ
る
前
に
早
急
に
取

り
付
け
し
て
下
さ
い
。

◆
原
動
機
付
翻
縛
車
の

　

届
出
が
遅
れ
た
方
は

　

至
急
市
税
務
課
へ

　

原
動
機
付
自
転
車
を
持
つ
で

い
る
方
で
、
排
気
量
、
そ
の
他
必

要
事
項
の
届
出
の
遅
れ
て
い
る

方
は
至
急
市
役
所
へ
届
出
て
下

さ
い
。
向
旧
町
村
当
時
の
鑑
札

を
使
用
の
方
は
今
す
ぐ
新
鑑
札

と
取
替
え
て
下
さ
い
。

納
税
で
橋
も

　

這
路
も
学
校
も

　

大
野
地
区
は
細
番

手
輸
出
人
絹
織
物
の

全
国
的
な
主
要
生
産

地
と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
。
現
在
、
旭
化

成
、
帝
国
人
絹
、
倉

敷
レ
ー
ヨ
y
、
東
洋

レ
ー
ヨ
ン
等
の
メ
ー

カ
ー
直
接
の
賃
織
品

が
其
の
生
産
の
五
〇

％
を
占
め
、
仕
向
地

は
東
出
ア
ジ
ア
、
近

東
地
区
、
m
ア
、
北
ア
、
中
米
等
で

特
に
年
初
来
、
シ
ン
分
ポ
ー
ル
、

ホ
ン
ユ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ヤ
の
需

要
旺
盛
で
、
五
月
頃
室
で
は
ベ
ン

フ
ァ
エ
ー
、
ダ
イ
ヤ
フ
ァ
エ
ー
、

チ
ェ
リ
ー
ボ
リ
ル
、
ボ
イ
ル
、
一
フ

ニ
ー
ポ
イ
ル
等
の
四
〇
D
～
七
Ξ

D
使
い
の
ボ
イ
ル
類
が
生
回

て
き
た
。
そ
の
後
、
同
方
面
の
輸

出
減
少
に
と
も
な
い
、
セ
イ
ロ
ン

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
南
ア
方
面
向

け
の
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ク
レ
ー
プ
、

ジ
ア
ー
ク
レ
ー
プ
及
び
テ
ヘ
ラ
ン

向
け
の
ジ
ョ
ゼ
ツ
ト
ク
ｗ
―
プ
の

生
産
が
行
な
わ
れ
て
い
る
外
、
最

近
セ
イ
ロ
ン
方
而
向
け
広
一
幡
ヂ
ア

ジ
ー
ボ
イ
ル
が
受
1
さ
れ
て
い
る

此
の
外
、
一
フ
ン
グ
レ
方
面
の
ナ
イ

ロ
ン
織
物
は
中
米
、
則
ア
、
ア
デ

ン
方
面
に
主
と
し
て
輸
出
さ
札
、

高
級
変
り
織
物
も
引
継
い
で
生
産

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
ん
ご
益
々
製

遣
品
の
研
究
と
努
力
と
が
、
販
売

開
拓
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
も
な
ろ

424．749疋を目指1．で

大野市織物生産の現況

f昭30．9・15現在）

室気銃は届出を

飛出しナイフ、あいくちの

所持は出来lkせん
前
回
の
国

会
で
「
空

気
銃
≒
飛

出
し
ナ
イ

フ
≒
あ
い

く
ち
」
は

銃
砲
刀
剣

類
等
所
持

取
締
令
の

一
部
改
正

に
よ
り
、

十
月
一
日

か
ら
空
気

銃
の
製
造

及
び
販
売
に
つ
い
て
も
猟
銃
と

同
様
、
都
道
府
県
知
事
の
許
可

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

か
ら
、
該
当
の
方
は
、
早
急
に

大
野
市
役
所
商
工
課
へ
お
越
し

下
さ
い
。
な
お
、
個
人
で
空
気

銃
を
お
持
ち
の
方
は
、
今
す
ぐ

最
寄
の
警
察
署
、
駐
在
所
に
連

絡
し
て
許
可
を
受
け
る
様
に
し

て
下
さ
い
。
許
可
を
受
け
た
空

気
銃
を
運
ぶ
場
合
、
業
務
上
使

用
以
外
の
時
は
必
ず
「
お
お
い
」

を
か
ぶ
せ
る
か
、
容
器
に
入
れ

る
な
ど
し
て
直
ち
に
発
射
出
来

な
い
よ
う
に
し
て
運
ん
で
下
さ

い
。
空
気
銃
を
む
き
だ
し
の
ま

ま
運
ん
だ
り
。
樹
、
電
柱
な
ど

を
ね
ら
っ
て
射
っ
た
り
す
る
と

違
反
に
な
り
ま
す
。
銃
砲
刀
剣

類
の
所
持
は
十
四
歳
未
満
の
者

に
は
許
可
さ
れ
ま
せ
ん
。
飛
出

し
ナ
イ
フ
の
刃
渡
り
五
・
五
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の

　

『
ハ
ネ
の
強
力
を
利
用
し
て
自

動
的
に
四
十
五
度
以
上
に
刃
が

開
く
装
置
の
ナ
イ
フ
』
及
び
あ

い
く
ち
は
、
大
小
に
か
か
わ
ら

ず
、
十
月
一
日
以
降
所
持
し
て

い
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
若

し
現
在
飛
出
し
ナ
イ
フ
、
あ
い

く
ち
を
所
持
し
て
い
る
も
の
は

一
般
、
販
売
業
者
を
問
わ
ず
、

自
分
で
廃
棄
す
る
か
、
警
察
署

駐
在
所
へ
届
け
て
下
さ
い
。



新
米
の
か
お
り
高
い

　
　

大
野
米
の
出
荷
第
1
号

　

本
年
は
、
例
年
よ
り
収
穫
期
が
十

日
も
早
い
と
云
わ
れ
て
い
た
が
、
晴

天
続
き
に
恵
ま
れ
て
秋
の
取
入
れ
も

順
調
、
乾
燥
、
品
質
共
に
良
い
″
大

野
米
″
出
荷
第
一
号
は
九
月
十
六
日

上
庄
二
三
四
俵
。
小
山
二
三
四
俵
を

皮
切
り
に
、
今
月
中
に
大
野
口
駅
か

ら
Ξ
六
車
（
八
、
四
二
四
俵
）
が
輸
送

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
今
後
益
々

良
い
大
野
米
を
生
産
、
出
荷
す
る
こ

と
は
田
園
都
市
を
誇
る
大
野
市
の
紹

介
と
も
な
ろ
う
。

市
長
j
ん
ら

　

長
壽
者
を
訪
間

　

大
野
市
の
七
十
五
歳
以
上
の
方
は

千
二
十
六
Å
で
、
そ
の
内
今
年
九
十

歳
を
迎
え
ら
れ
た
七
名
の
方
へ
、
市

長
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
、
市
連

合
婦
人
会
長
ら
が
毛
糸
の
チ
ョ
ッ
キ

を
差
上
げ
長
寿
を
祝
し
た
。
桑
野
安

吉
＝
神
明
中
、
平
林
仁
松
＝
和
光
園
、

添
田
い
の
＝
″
、
山
本
ち
か
＝
上
舌
、

山
田
や
そ
＝
下
五
条
方
、
広
瀬
ゆ
き

＝
蕨
生
、
松
本
志
ん
＝
上
中
野

転入、転出には

区長さんの証明を

　

九
月
一
日
よ
り

統
計
事
務
（
国
勢

調
査
事
務
を
含
む

）
並
び
に
配
給
事

務
を
商
工
課
に
於

て
行
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
か
ら
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
転
入
転
出
の

手
続
を
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
当

該
区
長
の
証
明
を
持
参
の
上
、

戸
籍
課
を
経
て
配
給
係
に
お
い

で
下
さ
い
。
時
折
区
長
の
証
明

を
持
た
ず
に
、
市
役
所
に
来
ら

れ
る
お
方
が
あ
り
ま
す
が
、
む

だ
足
を
使
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
か
ら
、
必
ず
区
長
の
証
明

を
先
に
お
願
い
し
ま
す
。

二
六
〇
町
歩
を
目
標

植林シーズン迎え

　

今
年
も
又
植
林
の
シ
ー

ズ
ン
が
来
た
。
産
業
発
屏

の
基
を
作
り
、
国
土
を
災

害
か
ら
守
る
た
め
に
一
宏

で
も
多
く
栢

え
よ
う
。

山
高
き
が
故

に
尊
か
ら
ず

木
あ
る
を
も

っ
て
宵
し
と

す
る
。

伐
る
ば
っ
か

り
で
は
祖
先

に
対
し
て
相

済
ま
ぬ
、
そ
し
て
又

子
孫
に
も
申
し
わ
け
が
な
い
。
明
日

と
云
わ
ず
今
一
本
で
も
多
く
植
え
よ

弓
太
年
の
造
林
目
標
は
次
の
通
り
で

あ
る
が
目
標
反
別
を
突
破
し
よ
う
。

本
年
度
地
区
別
年
間
造
林
目
標

計

乾
側

五
箇

阪
谷

冨
田

小
山

上
庄

下
庄

大
野

地
区
別

二
三
九
六
反

一
五
〇

一
一
四
七

一
八
〇

八
四
〇

こ
二
〇

五
三
〇

八
四

；
j
‐
　
　
　
　
一

反

1
通
告
休

一
九
八
反

ー

一
三
八

一
〇

一
〇

二
〇 1

一
〇

５
j
　
　
　
ー
反

階
段
壹
休

二
五
九
四
反

一
五
〇

一
二
八
五

二
〇
〇

八
五
〇

一
一
四
〇

五
三
〇

九
四

一
一
反

合
計

大
野
体
育
協
会

あ
か
る
い
市
民
た
ち
④

（
大
野
の
巻
）

　

大
野
公
民
舘
の
会
議
室
に
入
っ
た

人
は
、
誰
で
も
気
づ
く
だ
ろ
う
が
、

大
野
体
育
協
会
に
授
与
さ
れ
た
、
文

部
大
臣
の
表
彰
状
が
壁
に
輝
い
て
い

る
の
が
眼
に
入
る
。
し
か
し
こ
の
表

彰
状
を
う
け
た
蔭
に
は
、
幾
多

の
人
々
が
、
こ
の
協
会
の
た
め

に
骨
身
を
惜
し
ま
ず
努
力
を
続

け
て
来
た
第
を
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
。
敗
戦
の
暗
雲
に
閉
ざ
さ

れ
た
人
々
に
こ

る
い
笑
顔
を
与
え
、
困
難
に
堪
え
う

る
だ
け
の
体
力
を
培
お
う
と
、
関
係

者
の
奔
走
に
よ
っ
て
こ
の
会
が
誕
生

し
た
の
は
昭
和
二
十
一
年
で
あ
っ
た

初
代
六
野
会
長
の
指
導
に
よ
っ
て
、

着
々
そ
の
活
動
分
野
は
広
げ
ら
れ
、

二
十
四
年
か
ら
馬
術
、
柔
道
、
剣
道

そ
の
他
の
部
門
が
新
設
さ
れ
、
第
一

回
町
民
体
育
大
会
が
ひ
ら
か
れ
た
。

秋
空
の
下
に
力
強
い
体
育
祭
典
が
く

り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
そ
の
時
の
感
激
は

今
も
脳
裡
に
懐
し
く
蘇
っ
て
く
る
。

そ
れ
か
ら
毎
年
行
わ
れ
る
様
に
な
っ

た
こ
の
大
会
は
、
関
係
団
体
の
協
力

を
え
て
年
毎
に
充
笑
を
見
せ
、
大
き

な
年
中

行
事
と

な
っ
て

町
民
か

ら
そ
の

日
を
指

折
数
え

て
待
だ

れ
る
様
に
な
っ
た
。
県
体
育
大
会
に

お
け
る
活
躍
も
。
種
目
に
よ
っ
て
は

相
当
優
秀
な
成
績
を
あ
げ
て

い
る
が
、
ま
だ
ま
だ
全
般
的

水
準
は
高
い
と
は
云
え
な
い

が
、
今
ま
で
の
経
験
を
生
か

し
て
更
に
躍
進
を
続
け
る
べ

く
、
各
部
と
も
精
進
を
続
け

て
い
る
。
な
お
部
門
は
次
の

様
に
分
れ
て
い
る
。
陸
上
競

技
、
卓
球
、
排
球
、
野
球
、

龍
球
、
相
撲
、
庭
球
。
柔
道

剣
道
、
馬
術
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

山
岳
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　

（
写
真
は
競
技
中
の
会
員
）

地方税法が

一部改正に喩り弐しずこ

　

七月三十日、法律第一一二号を以て地方税法の一部改正が行われ、八月一日より実施されています。市町村に於

てはこの改正税法に基き、市税条例を改正し、運用して行くわけですが、改正の主眼は、地方税制の現況にかんが

み租税負担の均衡化を図り、税務行政の簡素化を期するところにあります。これを市町村税制についていえば、

（一）市町村民税の所得割を第一課税方式によって課する場合（五箇地区）においては、新たに標準税率および制

限税率が設けられることになったこと。

（二）第二課税方式但書（五箇以外の地区）または第三課税方式但書による場合においては、給与所得について、

所得税法の規定による勤労控

除のほか、別に勤労控除が行

われるようになったこと。

（三）農業協同組合等の非課

税の節開が合理化された車必

※以上は租税負担の均衡化を図

ることを目途としたものであり

ます。次に改正された要点は

（一）土地よおび家屋について

評価額の据置が行われるものと

なったこと。（二）償却資産の免税点が十万円に引上げられたこと。

（三）市町村民税の納税義務者が、その課税標準額について行う申告義務を廃止し、必要ある場合のみこれを行わ

せることができるものとしたこと。

（四）給与所得者に対する市町村民税の徴収方法は、原則として特別徴収の方法によらなければならないものとし
たこと。

（五）法人等の市町村民税の均等割は、申告納付の方法によるものとしたこと。以上は税務行政の簡素化を計るこ

とを目途としたものであります。（以下次号）
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・
大
井
用
水
明
後
用
水
土
地
改
艮
区
組
合
費
第
二
期
分
納
期
十
月
二
十
五
日
限
り

ぴ
訪
m
4
4
言
羅
潅
懇
1
1

到る処錦を観ろ

爽やか

な秋の
訪れと

共に全
山錦を

かざり

景勝九
頭竜、

真名峡

の清流

に紅葉

が映え、その間に介在する巨岩、奇石、滝

がこれを彩る。また雄峯経ヶ岳の麓、一〇
〇万坪の起伏変化に富む大六呂師高原に、
秋の七草が一面に咲きこぼれ、清澄な空気は爽やか

な高原を満喫させてくれる。都塵をさけ清楚、清爽を

ただよわすにはあまりにも恵まれた大自然美である

　　

（写真は六呂師高原を漫歩する乙女たち）

ジ
フ
テ
リ
ア
、
百
日
咳
の

茸
防
注
射
実
施
に
つ
い
て

　

今
年
は
恐
し
い
日
本
脳
炎
が
多
く

発
生
し
て
心
配
し
ま
し
た
、
秋
風
と

共
に
ジ
フ
テ
リ
ア
、
百
日
咳
の
流

行
ず
る
冬
が
近
ず
い
て
来
ま
す
。
市

で
は
皆
様
方
の
お
子
様
を
こ
の
恐
し

い
病
気
か
ら
護
る
た
め
、
予
防
注
射

を
実
施
し
ま
す
。
予
防
注
射
を
受
け

る
お
子
様
は
、
次

の
期
間
に
出
生
さ

れ
た
方
で
す
か
ら

も
し
通
知
が
な
く

て
も
注
射
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

I
ジ
フ
テ
リ
ア
（
初
回
免
疫
）

　

昭
元
J
一
、
一
8
↓
昭
一
8
、
四
、
一
言
乾
側
、

　

富
田

　

昭
元
、
四
、
言
↓
一
8
、
四
、
一
8
小
山
、

　

上
庄
、
下
庄
、
五
箇

　

昭
元
、
六
。
言
↓
昭
一
8
、
四
、
一
言
大
野
、

阪
谷

2
百
日
咳
（
初
回
免
疫
）

昭
元
、
一
さ
8
↓
昭
言
、
四
、
言
乾
側

昭
元
、
四
一
8
↓
昭
百
、
四
、
言
富
田
、

下
庄

昭
元
、
六
、
一
8
↓
昭
言
、
四
、
一
8
大
野
、

阪
谷
、
上
庄
、
五
箇

昭
元
、
七
、
言
↓
咀
‘
一

O
’
S
’
I
H
O
小
山

　

3
百
日
咳
（
追

加
免
疫
）

　

昨
年
初
回
免
疫
注
射
を
受
け
た
者

初
回
免
疫
は
四
～
六
週
間
の
間
を
置

い
て
三
回
に
わ
け
て
注
射
を
し
ま
す

追
加
免
疫
は
ジ
フ
テ
リ
ア
の
場
合
小

学
校
入
学
前
と
卒
業
前
六
ヵ
月
の
間

に
二
回
行
い
ま
す
。
ま
た
百
日
咳
は

初
回
免
疫
を
受
け
た
翌
年
一
回
受
け

れ
ば
よ
い
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
初
回
免
・
疫
の
免
疫
効
果
が
衰
受

て
来
た
頃
に
、
免
疫
力
を
も
と
へ
貳

ど
す
為
に
す
る
の
で
す
。
な
お
該
｛

年
齢
で
な
く
て
も
、
前
年
受
け
な
か

っ
た
方
や
、
希
望
者
は
注
射
場
へ
お

出
で
下
さ
れ
ば
致
し
ま
す
。

冶
や

♂

「
観
光
施
設
を

　

充
実
し
て
下
さ
い
」

　

先
日
の
新
聞
に
、
荒
島
を
含
む
大

観
光
地
が
県
の
指
定
（
県
立
公
園
）

に
な
る
よ
う
に
書
い

て
あ
り
ま
し
た
が
、

誠
に
う
れ
し
い
ニ
ュ

ー
ス
で
あ
り
ま
す
。

処
が
折
角
指
定
さ
れ
て
も
現
在
の
観

光
施
設
で
は
遊
覧
客
に
対
し
て
失
望

を
抱
か
せ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
自
然
美
の
雄
大
さ
に
於
て
は
決

し
て
ヒ
ケ
を
取
ら
ぬ
九
頭
竜
、
真
名

峡
谷
、
眺
望
と
高
原
的
気
分
を
味
え

る
六
呂
師
カ
原
等
、
観
光
価
値
の
多

い
処
が
非
常
に
多
い
の
で
、
観
光
都

市
と
し
て
充
分
宣
伝

て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
と
同
時

に
道
し
る
べ
や
案
内

標
や
ベ
ン
チ
な
ど
を
設
置
し
て
観
客

に
充
分
満
足
し
て
も
ら
・
り
よ
・
り
考
え

て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。
特
に
観

光
協
会
長
さ
ん
に
お
願
い
1
ま
す
。

j？lliTIS151…

…
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大
力
無
双
の
与
兵
衛
さ
ん
と

不
動
様
の
信
心

大
力
者
の
1
話
は
、
何
処
の
村
に

も
町
に
も

よ
く
あ
る

も
の
で
す

背
は
運
搬

に
牛
や
馬

の
力
を
使

用
し
ま
し

た
が
、
大

部
分
は
人

の
背
中
で

物
を
運
ん

だ
も
の
で

す
。
こ
れ

が
大
力
者

を
多
く
出

し
た
一
つ

の
原
因
で

し
ょ
う
。

今
か
ら
約

三
百
年
前
上
荒
井
（
小
山
地
区
）
に

水
口
与
兵
衛
さ
ん
と
い
う
大
力
者
が

あ
り
ま
し
た
。
毎
年
殴
様
の
御
蔵
へ

御
収
納
米
を
十
二
俵
ず
つ
担
い
で
上

納
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

背
板
に
梯
子
を
く
く
り
つ
け
、
そ
れ

に
米
を
二
段
に
積
ん
で
担
い
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
あ
る
日

与
兵
衛
さ
ん
が
、
庭
の
池
で
顔
を
洗

っ
て
い
ま
す
と
、
「
あ
げ
て
く
れ
、

あ
げ
て
く
れ
」
と
呼
ぶ
声
が
し
ま
す

変
だ
と
思
っ
て
、
家
内
の
者
に
「
誰

か
呼
ん
だ
か
」
と
聞
く
と
「
誰
も
呼

び
ま
せ
ん
」
と
い
う
。
い
よ
い
よ
変

だ
と
思
っ
て
い
る
と
、
又
「
あ
げ
て

く
れ
」
と
近
く
の
畠
の
中
か
ら
声
が

聞
え
ま
す
。
与
兵
衛
さ
ん
は
驚
い
て

取
ろ
も
の
も
取
り
あ
え
ず
、
声
の
聞

え
た
畠
を
掘
っ
て
見
る
と
、
こ
は
如

何
に
、
大
き
な
岩
に
彫
ん
で
あ
る
不

動
様
の
姿
が
あ
ら
わ
れ
ま
し
た
。
「

こ
れ
だ
」
と
早
速
掘
出
し
。
も
っ
た

い
な
い
と
思
い
、
洗
い
清
め
、
後
の

山
ヘ
ー
人
で
択
ぎ
あ
げ
、
山
腹
に
安

置
し
ま
し
た
。
そ
の
掘
上
げ
た
跡
は

今
は
小
さ
な
池
に
な
つ
て
い
ま
す
。

　

今
も
あ
る
そ
の
岩
は
、
ど
う
見
て

も
三
百
貫
以
上
あ
り
、
こ
れ
を
一
人

で
担
ぎ
あ
げ
た
強
力
は
、
寧
ろ
不
思

議
と
い
ら
よ
り
外
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
だ
け
の
大
力
者
で
あ
れ
ぼ
、
米
の

十
一
一
俵
位
担
ぐ
の
は
、
へ
い
ち
ゃ
ら

で
し
ょ
う
。
毎
年
四
月
三
日
が
そ
の

お
祭
り
で
、
年
々
信
者
が
ふ
え
て
く

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
与
兵
衛
さ
ん

は
、
い
よ
い
よ
こ
の
不
動
様
を
信
じ

力
は
ま
す
ま
す
強
く
な
り
、
越
前
七

人
衆
の
筆
頭
に
な
り
玄
し
た
。
こ
の

事
が
評
判
に
な
っ
て
江
戸
に
聞
え
、

大
相
撲
に
所
望
さ
れ
、
江
戸
に
上
り

相
撲
道
に
精
進
1
、
遂
に
大
関
ま
で

昇
格
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
朋
輩
か

ら
う
ら
ま
れ
、
毒

殺
さ
れ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
り
ま
す

　

明
治
時
代
の
横

綱
梅
ヶ
谷
が
、
曾

て
こ
の
話
を
し
て

い
た
と
い
・
り
こ
と

で
あ
り
ま
す
。

　

人
は
鍛
錬
に
よ

り
、
体
力
を
強
く

す
る
こ
と
は
出
来
ま
す
が
、
信
仰
力

が
一
層
体
力
を
強
め
た
こ
と
は
、
古

今
の
大
力
者
に
い
く
ら
も
あ
る
話
で

す
。
（
写
真
は
不
動
様
の
お
内
陣
）

地
区
便
り

豊
か
に
稔
っ
た
献
上
米

　

五
月
八
日
の
田
植
以
来
、
丹
精
を

こ
め
た
管
理
の
甲
斐
あ
っ
て
、
黄
金

の
穂
波
も
電
く
、
九
月
一
日
午
後
一

時
か
ら
市
長
、
県
農
林
部
長
ら
が
出

席
、
奉
耕
主
米
村
喜
六
さ
ん
の
手
で

鎌
音
も
軽
く
、
サ
ク
サ
ク
と
刈
取
ら

れ
た
。
十
月
上
旬
に
米
村
夫
妻
が
白

米
二
斗
を
持
つ
て
上
京
、
献
上
す
る

　

抜
穂
式
黄
金
の
波
に
光
る
鎌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

斎
藤
如
水

I
i
l
i
＿
r
A
＿

【
異
動
】

商
工
課
笠
松
常
和
（
総
務
課
）

　

″
斎
藤
忠
夫
（
ク
）

　

″
中
谷
八
軍
子
（
″
）

税
務
課
羽
生
忠
夫
（
″
）

経
理
室
中
川
愛
子
（
″
）

「
依
頼
退
職
」
島
田
治
郎
右
衛
門

（
教
育
委
員
会
庶
務
課
長
）

右
は
何
れ
も
九
月
一
日
付
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